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津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
12
月
２

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
12
月
定
例
議
会

に
上
程
す
る
議
案
な
ど
を
説
明
し
、
今
年

１
年
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
会
見
で
は
、
は
じ
め
に
12
月
定
例
会
の

上
程
議
案
の
説
明
や
韓
国
合
同
セ
ー
ル
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
等
に
つ
い
て
報
告
し
、

「
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
か
月
を
切
り
、

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

中
で
も
、
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
は
、
直
接
的
な
被
害
を
受
け
て

い
な
い
我
々
に
と
っ
て
も
、
心
に
と
て
も

大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。 

当
市
に
お

い
て
も
、
被
災
地
へ
の
職
員
の
派
遣
や
避

難
者
の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
も
１
日
も
早
い
復
旧
復
興
に

向
け
て
出
来
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。
こ
の
震
災
で
は
多
く
の
市
民
の

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
度
々
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
当
市

で
も
被
害
を
受
け
る
な
ど
、
日
本
一
安
全

安
心
な
北
秋
田
市
を
目
指
す
当
市
に
と

り
、
非
常
に
教
訓
と
な
っ
た
１
年
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、『
よ
り
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
こ
の
北
秋
田
市
を
ど
ん
ど

ん
売
り
込
ん
で
い
く
』
と
い
う
こ
と
を
目

標
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
韓
国
や
台
湾
な
ど
海
外
へ
の
訪
問
を

は
じ
め
、
と
れ
た
て
村
へ
の
参
加
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
広
く
北
秋
田
市
を
売
り
込
む
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
も
一
つ
ず
つ

ク
リ
ア
し
な
が
ら
前
に
進
む
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

来
年
は
今
年
得
た

繋
が
り
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
北

秋
田
市
の
産
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
課
題
に
つ
い

て
も
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し

た
。

▲１２月定例議会に上程する議案説明や今年

１年を振り返る津谷市長
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秋
田
大
学
主
催
の
平
成
23
年
度
大
学
改

革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
21
日
、
市
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
約
１
８
０

人
が
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

　
秋
田
大
学
は
県
北
部
地
域
の
活
動
拠
点

と
し
て
平
成
22
年
11
月
17
日
に
北
秋
田
市

に
分
校
を
開
設
し
、「
地
域
と
の
共
生
」

を
目
標
に
掲
げ
、
学
生
と
地
域
と
の
関
わ

り
を
通
し
た
、
地
域
活
性
化
へ
の
多
様
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
活
動
事
例

を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
活
性
化
へ

の
住
民
の
期
待
感
を
確
か
め
、
意
見
交
換

を
す
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
吉
村
昇
・
秋
田
大
学
長
が
「
こ

の
地
域
は
多
く
の
森
林
を
持
っ
て
お
り
、

ぜ
ひ
、
こ
の
森
林
を
活
用
し
た
産
業
を
展

開
し
雇
用
の
促
進
な
ど
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
地
域
資
源
で
あ
る
珪
藻
土
も
、

い
つ
か
注
目
さ
れ
る
日
が
く
る
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
時
の
た
め
に
大
学
で
も
研
究

を
進
め
て
行
く
。
大
学
で
は
皆
さ
ん
と
手

を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
津
谷
市
長
は
「
今
回
の
テ
ー

マ
は
学
生
力
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
、
８
０
０
人
と
い
う
県
北
最
大
規
模
の

秋
田
北
鷹
高
校
が
開
校
し
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
若

い
力
が
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
事
例
紹
介
で
は
、
小
川
竜
二
郎
・
秋
田

大
学
准
教
授
が
「
珪
藻
土
の
特
性
」
と
し

て
、
研
究
発
表
と
冷
却
タ
オ
ル
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
が

「
内
陸
線
の
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
今
年
９
月
・
10
月
に
行
わ
れ
た
ト
レ

イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
践
報
告
を
そ

れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、「
地
域
活
性
化
の
諸
課
題
と
地

域
連
携
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲トレイン・ミーティングの実践報告をする

秋田北鷹高校の生徒のみなさん

秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
事
業

こ
れ
ま
で
の
実
践
活
動
事
例
を
発
表

　
北
秋
田
市
チ
ョ
こ
ボ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
第
１
弾
「
ふ
る
さ
と
の
未
来
・
再
考
！
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11
月
26
日
、
市
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
児
童
・
生
徒
・
学
生
が

内
陸
線
を
テ
ー
マ
に
発
見
し
た
ふ
る
さ
と

の
よ
さ
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
チ
ョ
こ
ボ
ラ
と
は
、「
ち
ょ
っ
と
公
民

館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
」
を
略
し
た
も
の

で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
知

恵
や
経
験
な
ど
を
地
域
に
還
元
し
、
お
互

い
が
よ
り
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
元
気

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ
の

第
１
弾
と
し
て
「
内
陸
線
の
未
来
を
見
つ

め
て
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
内
陸
線
を
題

材
に
し
た
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
参

加
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
は
初
め
て

の
試
み
と
な
り
ま
す
が
会
場
い
っ
ぱ
い
の

若
い
活
力
あ
ふ
れ
る
活
発
な
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
」
な
ど
と

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
大
阿
仁
小
学
校
６

年
生
９
人
が
、
内
陸
線
の
思
い
出
ポ
ス
ト

に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
、
写
真
と
音
楽
を
合

わ
せ
て
朗
読
し
な
が
ら
紹
介
。「
走
れ
！

内
陸
線
い
つ
ま
で
も
」
と
心
熱
く
な
る
声

援
を
送
り
、「
親
戚
や
友
だ
ち
に
紹
介
す

る
」「
内
陸
線
グ
ッ
ズ
や
文
房
具
を
作
る
」

な
ど
と
い
っ
た
提
言
も
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
阿
仁
中
学
校
２
年
生
21
人
が
、

阿
仁
地
域
に
お
け
る
名
所
や
ス
ポ
ッ
ト
を

ラ
ン
キ
ン
グ
付
け
で
発
表
。
阿
仁
の
魅
力

を
紹
介
し
、
実
際
「
そ
こ
」
に
行
っ
て
見
た

い
と
思
わ
せ
る
巧
み
な
構
成
内
容
に
会
場

内
の
人
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
秋
田
北
鷹
高
校
生
徒
会
代
表
６

人
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ト
レ

イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
を
寸
劇
を

交
え
紹
介
し
、
秋
田
大
学
生
は
、
北
秋
田

市
の
社
会
経
済
状
況
を
背
景
に
し
た
内
陸

線
の
状
況
や
各
種
情
報
か
ら
考
察
し
た
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

▲内陸線について学習発表をする大阿仁小学

校に児童のみなさん

「
ふ
る
さ
と
の
未
来
・
再
考
！
」
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
陸
線
の
未
来
を
見
つ
め
て

11
月
17
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑（
本
庁
舎
）

18
日（
金
）▽
北
秋
田
市
農
政
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
結

核
予
防
婦
人
会
連
合
会
幹
部
研
修
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

20
日（
日
）▽
第
18
回
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
女
性
部
大
会（
中
央
公
民
館
）

　
　 

▽
下
杉
集
落
市
政
報
告
会（
下
杉
集
会
施
設
）

21
日（
月
）▽
平
成
23
年
度
大
学
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　 

▽
平
成
23
年
度
治
山
・
林
道
事
業
研
修
会（
打
当
温
泉
）

22
日（
火
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
講
演
会（
交
流
セ

ン
タ
ー
）

25
日（
金
）▽
秋
田
県
農
業
会
議
第
４
１
６
回
常
任
会
議
員
会
議（
秋
田
市
）

26
日（
土
）▽「
ふ
る
さ
と
の
未
来
・
再
考
！
」フ
ォ
ー
ラ
ム（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
前
田

地
区
活
性
化
推
進
協
議
会「
地
域
活
性
化
を
語
る
会
」（
前
田
駅
前
自
治
会
館
）

27
日（
日
）▽
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
婦
人
芸
能
会（
文
化
会
館
）

　
　 

▽
工
藤
胃
腸
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
三
周
年
記
念
講
演
会
、祝
賀
会（
秋
田
市
）

28
日（
月
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
第
５
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

29
日（
火
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
株
主
総
会
、取
締
役
会（
秋
田
市
）

　
　 

▽
秋
田
県
林
材
業
団
体
連
絡
協
議
会
総
会（
秋
田
市
）

30
日（
水
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
市
民
病
院
）

12
月
２
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

５
日（
月
）▽
北
秋
田
市
福
祉
有
償
運
送
等
運
営
協
議
会
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

６
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
平
成
23
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

８
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
平
成
23
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

９
日（
金
）▽
北
秋
田
市
議
会
平
成
23
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

　
　 

▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
医
療
団
体
と
の
業
務
協
議
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

10
日（
土
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部
後
援
会
設
立
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

12
日（
月
）▽
平
成
23
年
度
第
１
回
医
師
配
置
適
正
化
計
画
策
定
部
会（
秋
田
市
）
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